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宮本先生
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私の興味：人類は地球外天体にどのように進出するのか？

95年東大・理学部地学科卒
97年東大・理学系修士（地質学）卒
00年博士（理学）（東大）

99年東大・地球システム（資源工学）・助手

02年～04年アリゾナ大学
06年東大・総合研究博物館・助教授（07年准教授）

「宇宙資源」

HAYABUSA 2

文系：だれも気にしない

始源的なものを調べるのが尊い

MELOS

MMX

システム科学的である
（工学である・理学である・文系である）

15年東大・工学系システム創成学専攻／理学系地球惑星科学専攻／新領域創成科学研究科・教授
21年東大・工学系システム創成学専攻・専攻長

宮本英昭



現在、４つの進行中の探査（計画）で中心的に活動中

HAYABUSA 2

MELOS

火星探査
NOZOMI

月探査
Lunar A

小惑星探査
はやぶさ

月探査
かぐや

小惑星探査
はやぶさ２

火星探査計画
MELOS

日本のほぼ全ての太陽系固体天体探査計画に参加

JAXA MMX火星衛星探査計画 JAXA LUPEX月極域探査計画

総務省 TSUKIMI月探査計画 ESA/NASA HERA小惑星探査計画

その他、NASAのタイタン探査計画（Dragonfly)、NASAの火星探査計画
(MIM)や、民間宇宙探査計画にも参加

学生のうちから、こうした探査計画にメンバーとして参加して可能



50m

Science/Nature の本誌に論文11本、表紙を3回飾る

今後の地球近傍天体での活動には、科学から派生した別の要素が増える
地球近傍に何があり、どのように、いつ使えるか？という研究を実施
（理学・工学・社会学の融合が重要）

私達は、天体表面の状況を最もよく知っている→ここから「宇宙資源学」を作りたい



社会的に認知されることが重要でありアウトリーチも本気で実施している

東京ドームシティ（水道橋）に
宇宙ミュージアムTeNQを
産学連携で設置し、研究室の活
動を「展示」しています
（博物館の展示会場の中にガラ
ス張りの研究室があります）



Program for Social Innovation

本日の内容
1. コース長挨拶、PSIコースの概要

コース長中尾彰宏教授
2. 教員からのメッセージ

– 松尾豊教授
– 宮本英昭教授

3. PSIコースって一体どんなコース？
– 清水雄太 （PSI17期・博士課程2年）
– 佐藤日向子 （PSI19期・修士課程2年）
– 渋谷圭悟 （PSI19期・修士課程2年）
– 深田大雅 （PSI19期・修士課程2年）
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Program for Social Innovation

清水 雄太 (宮本研究室)

● 2015年理科一類

● 2017年システム創成学科Cコース

● 2019年システム創成学専攻修士課程

● 2021年システム創成学専攻博士後期課程

○ 日本学術振興会特別研究員 (DC1)

宇宙の成り立ち、生命・水の起源（過去）や

宇宙資源を含めた人類の宇宙進出（未来）を研究して

います

総務省研究委託月面の広域な水エネルギー資源探査
TSUKIMI ミッション 立ち上げました！ (2021)

credit:JAXA, 東大他
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30 secほど



Program for Social Innovation

学部2年生の頃は進路と人生に迷ってまし
た

● 何か宇宙に関わる勉強/就職がしたい

● 航空宇宙工学科？

○ ロケットではなく宇宙そのものに興味

● 地球惑星物理/環境学科？

○ 宇宙の謎にも、社会貢献にも興味

● 最終的にはエイヤでPSIに
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30 secほど



Program for Social Innovation

基礎PJの延長で学会参加 金沢へ

➢ 絶対就職するマンが、研究を通して人類未踏の境地に挑む楽しさを実感

しみず 坂田先生

みうらくん
(TMI博士課程) たはらくん

(起業)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30sec ほど



Program for Social Innovation

応用PJで月に関する展示を実施

➢ 自分が人生をかけて取り組みたい宇宙との付き合い方を発見

学生で1からデザイン

大型スクリーンに月面を投影
月面上の走行を体験で
きる展示を企画

展示内容をしたためた日
本語解説論文を投稿
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30sec ほど



Program for Social Innovation

応用PJで月に関する展示を実施

● PSIコースには進路や今後の人生が不明瞭な仲間が沢山いる

● お互い刺激し、切磋琢磨し、スキルを獲得して少しずつ未来が明瞭に

● きっかけとなる環境やカリキュラムが充実

➢ 進路が未決定の方こそ、PSIコースでやりたい事を見つけることができる

かも（能動的に行動すれば）

学部時代を振り返ると…
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
30sec ほど



Program for Social Innovation

太陽系を探査し、人類の宇宙進出に貢献しませんか？

近年太陽系探査が加速

人類未踏の天体表層は
予想もできない特徴ばかり

NASA

データ解析/実験/シミュレーションを駆使
起源の解明と宇宙への人類進出を模索

一般の人に分かりやすく説明
@東京ドームシティの宇宙ミュージアムTeNQ

JAXA & Other collaborators

画像解析 ルナコンクリートの試作
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Program for Social Innovation

太陽系を探査し、人類の宇宙進出に貢献しませんか？

近年太陽系探査が加速

人類未踏の天体表層は
予想もできない特徴ばかり

NASA

データ解析/実験/シミュレーションを駆使
起源の解明と宇宙への人類進出を模索

一般の人に分かりやすく説明
@東京ドームシティの宇宙ミュージアムTeNQ

JAXA & Other collaborators

画像解析 ルナコンクリートの試作

➢ 宇宙の成り立ち、生命や水の起源を解き明かし、今後の人類の宇宙進出を模索
➢ システム創成だからこそ、全て全力で取り組める
➢ 一緒に宇宙のこと考えませんか (シス創宮本研 or TeNQで検索, e-mail: shimizu@seed.um.u-tokyo.ac.jp)40



Program for Social Innovation

自己紹介

経歴

2017年 理科I類入学

2019年 工学部システム創成学科PSIコース進学

2021年 工学系研究科システム創成学専攻進学

佐藤 日向子

(システム創成学専攻修士課程2年)

● 学部時代は、運動会応援部チアリーダーズに所属

● 2021年9月 - 2022年2月 スイスに半年間交換留学
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Program for Social Innovation

今日私からお伝えしたいテーマ

PSIコースの ”人”
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Program for Social Innovation

「伝える技術」に長けている

● グループワーク系の授業が多く、必然的にディスカ

ッションや発表を行う機会が頻繁にある

● 座学では直接身に付けられないスキルを磨く良いチ

ャンスに！

その1

● 動機付けプロジェクト
● 基礎プロジェクト
● 応用プロジェクト
● ビジネス入門
● 技術プロジェクトマネジメント
● 社会のための技術 etc...

授業例
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Program for Social Innovation

多彩なバックグラウンド

文科II類から進学
現在は学際情報学府に所属

社会科学系の科目も豊富で、他学部・

他学科履修もしやすいので楽しく学べ

そうだと思っていたのですが、実際そ

の通りでした！

情報・電気・土木などの専門知識を5
年以上学んできた編入生はそれぞれ

の分野のスペシャリストです！

豊田高専から編入
現在はシステム創成学専攻に所属

運動会に所属
現在は技術経営戦略学専攻に所属

PSIでは実験がない分、比較的自分の

時間を確保しやすいと思います。部活

に限らず長期インターンなど学業以外

でも熱心に取り組んでいる人は多い印

象がありました！

学部4年時に起業

昨秋から海外大学院へ進学

以前から起業に興味を抱いていた

ことに加え、自分のアイデアを面

白がって聞いてくれる同期が周囲

にいたことから、PSIの仲間と起業

するに至りました。

その2
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Program for Social Innovation

興味・関心・得意分野が
色んなベクトルに広がっている

だからこそ、刺激的な環境
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Program for Social Innovation

女子学生の皆さんへ

理系のフィールドにおける女性の活躍がさらに望まれている今、理系

の女子学生の存在は重要性を増しています。

こうしてガイダンスを聞いてくださっている皆さんも、自信を持って

理系への道を進まれることを心から応援しています。

その上で、是非ともシステム創成学科PSIコースを選択肢の一つとして

検討して頂けたら嬉しいです！
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Program for Social Innovation

渋谷圭悟（修士2年）

2017年理科I類入学
2019年工学部システム創成学科C進学
2021年工学系研究科システム創成学専攻進学

経歴

その他
柴崎研究室所属（国際物流）
学部時代はテニスばかりしていた
→結局，今もしている
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Program for Social Innovation

今日のテーマ

なぜPSIコースを志望したの？

PSIコースの魅力は？
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Program for Social Innovation

僕は2つの理由からPSIを志望しました

1. 取扱う分野の範囲が広い

2. 社会への適用を扱う研究が多い
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Program for Social Innovation

1. 取扱う分野の範囲が広い

環境
エネルギー

力学・設計

経済学

数理・情報
ビジネス

宇宙

 文理横断型のテーマ設定
 自分は興味のある分野があいまいだったので助かった

50

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
文理横断型のテーマ設定
自分は興味のある分野が曖昧だったので助かった




Program for Social Innovation

2. 理論より社会への適用を扱う研究内容が多い
 自分は「研究が社会でどう活かされるか」に興味あり
 卒業研究で企業と共同研究を経験できて楽しかった

アフリカのコンテナの動き（卒論）

那覇港のコンテナターミナル見学

51

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
自分は「研究が実際に社会でどう活かされるか」に興味あり
実際に，卒業研究で企業と共同研究を経験できて楽しかった




Program for Social Innovation

PSIコースの魅力：周りの人からのサポート

3年生までの自分

進路に迷い。(進学、
就職) • 進路を考える機会が増えた

4年生の自分

テニスに打ち込んで
いた。(週7テニスも) • 研究に興味を持ち始めた

• 様々な進路の学生が刺激に
(インターン、起業含む)

PSIで周りから受けたサポート

• 先生の手厚いサポート
• 4Sセメの領域プロジェクトで研究

の流れを体験
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
サークルの話の際に、日々の時間の使い方の変化について少し触れる



Program for Social Innovation

まとめ

● PSIは社会への適用を中心に学ぶ
● 自分のように進路がはっきりしていない人
にとっても刺激になる

● 周りの人から手厚いサポートがある
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Program for Social Innovation

深田 大雅 （柴沼研究室 修士2年

経歴

その他

· 金属の破壊，特に高温での破壊を再現

できるようなマルチスケールなモデルの

開発に取り組んでいます

· テニスサークルに所属しています（今は

ほとんど行っていません）

2017年 理科一類入学

2019年 システム創成学科Cコース進学

2021年 システム創成学専攻修士課程入学

自己紹介
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Program for Social Innovation

PSIに進学した理由

学部2年の状況

PSIに進学を決めた理由

· 理系を軸に様々な分野を学ぶことができる

（最適化，制御工学，構造力学，リスクマネジメ

ント，環境システム，社会システム学等）

· 学生のレベルが高い

· これといった興味のある分野はなし

· 理系科目（特に数学）は好き

· 大学院には進学したい
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Program for Social Innovation

PSIでの活動（体験）

ビックブラザー

PSIでは学べることが幅広い分，自分でやりたいこと・興味ある分野を
見つけて取り組むことが大事

それをサポートする環境が整っている

自分

現在の指導教員

授業を通して材料力学に興味を持った

研究に打ち込めるような環境に身を置きたい

世界最高レベルの研究グループを目指しているので，そのような環境

に身をおいて自分を高めたい学生はぜひ．

→ 現在の研究室に

様々な授業を履修するも，授業の幅広さに困惑…
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PSIコースの良いところ

魅力

こんな人にPSIはおススメ

· 進路が未決定（特定の分野に興味があるわけではない）

· 幅広く勉強しながら専門分野を絞っていきたい

· 工学を中心に，多様な分野に触れる機会がある

（自分から行動すればやりたいことが見つかる）

· 宮本研や中尾研，松尾研など様々な分野のトップクラスの研究室があり，

最前線の研究に打ち込める環境がある
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PSIコース 教職員・学生一同

皆さんの進学をお待ちしています！
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